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博士論文の要旨 

 

本研究では，東南アジアで多く産出する絹の廃棄物と米成分を利用して，高性能なバイ

オハイブリッド材料の作製と創傷被覆材への応用を検討した。 

創傷被覆材は患部接触面では、保水性が求められ、表面側では撥水性が必要となるため、

特異な水親和性が求められる。そこで本研究では、絹の廃棄物とライススターチにグリセ

ロールを介して、生体適合性に優れるポリビニルアルコールを複合化し、凍結融解法で親

水性の制御を検討することで、創傷被覆材への応用を検討した。 

第一段階として、絹の廃棄物とライススターチにグリセロールを介することで、生体適合

性に優れるポリビニルアルコールとの複合化を検討した。ポリビニルアルコールとライス

スターチとを重量比で２：１、絹繊維を 2.67～13.5％の割合で調整し、グリセロールを介し

て複合すると、その特性が変化し、機械的強度に優れ，疎水性にも優れる表面特性を示し

た。さらにこのフィルムを凍結融解法によりゲル化することを検討した。複合材料を水溶

液に含浸し、凍結融解を繰り返して、ポリビニルアルコールの水酸基同士の水素結合と高

分子鎖の結晶化の相加作用により、優れた機械特性を有する高分子ゲルを作成することが

できた。 

 

 



  フィルムと高分子ゲルの接触角を測定したところ、フィルムは高い疎水性、高分子ゲルは

親水性を示した。続いて創傷被覆材への応用のため、フィルムと高分子ゲルとの複合化を

検討した。フィルムと高分子ゲルは、グリセロールの効果で界面が融合して複合化してい

ることが SEM観察から明らかとなった。 

 

以上のことから、絹の廃棄物/ライススターチ/ポリビニルアルコールを成分とするバイオ

ハイブリッド材料の作製に成功し、この複合材料は患部接触面では、保水性、表面側では

撥水性を示すことが明らかとなった。 

 

  

審査結果の要旨 

 

本論文では，東南アジアで多く産出する絹の廃棄物と米成分を利用して，高性能なバイ

オハイブリッド材料の作製と創傷被覆材への応用を検討している。 

創傷被覆材は患部接触面では、保水性が求められ、表面側では撥水性が必要となるため、

特異な水親和性が求められる。そこで、第一段階として、絹の廃棄物とライススターチに

グリセロールを介することで、生体適合性に優れるポリビニルアルコールとの複合化を行

っている。ポリビニルアルコールとライススターチとを重量比で２：１、絹繊維を 2.67～

13.5％の割合割合で調整し、グリセロールを介して複合すると、その特性が変化し、機械的

強度に優れ，疎水性にも優れる表面特性を示すことを明らかにしている。次に凍結融解法

により、ポリビニルアルコールの水酸基同士の水素結合と高分子鎖の結晶化の相加作用に

より、優れた機械特性を有する高分子ゲルを作成することを検討し、ケル化に成功してい

る。フィルムと高分子ゲルの接触角を測定したところ、フィルムは高い疎水性、高分子ゲ

ルは親水性を示した。続いて創傷被覆材への応用のため、フィルムと高分子ゲルとの複合

化を検討した。フィルムと高分子ゲルは、グリセロールの効果で界面が融合して複合化し

ていることが SEM観察から明らかとなった。 

 

以上のことから、絹の廃棄物/ライススターチ/ポリビニルアルコールを成分とするバイオ

ハイブリッド材料の作製に成功し、この複合材料は患部接触面では、保水性、表面側では

撥水性を示す創傷被覆材への応用が規定できることが示唆された。 

  

よって、本論文は博士（工学）の博士論文として十分であると認定した。 

 

 

 

 
 

 


